
2009年 4月 ● 広報しろさと 14

金長町長が退任

金長義郎前町長が2月26日、任
期満了により退任されました。
同日午後5時から行われた退任

式では、合併後の新町の初代町長
として町政に携わり、貴重な経験
をさせていただいたと、4年の任
期を振り返られました。
退任式終了後、大勢の職員に見

送られ、庁舎を後にされました。

職員から花束を受け取る金長前町長

2
26

■■城里町小学校再編住民報告会を開催します
町では、学校再編について平成19年に「学校再編検討協議会」

を立ち上げ、昨年の10月に協議会より町長へ「城里町小学校再
編について」の答申がされました。この答申内容について、各
小学校学区単位での住民報告会を開催します。保護者の方をは
じめ地域住民のたくさんの方のご出席をお願いします。

住民報告会日程表

【問合せ】 教育委員会事務局 �029－288－7010

学　　区 日　　　時 場　　　所
石塚小学校学区 ４月９日�午後7時 石塚小学校体育館
小松小学校学区 ４月13日�午後7時 小松小学校体育館
青山小学校学区 ４月15日�午後7時 青山小学校図書室
古内小学校学区 ４月16日�午後7時 古内小学校図書室
圷小学校学区 ４月17日�午後7時 圷小学校体育館
岩船小学校学区 ４月20日�午後7時 岩船小学校視聴覚室
北方小学校学区 ４月21日�午後7時 北方小学校図工室
沢山小学校学区 ４月22日�午後7時 沢山小学校体育館
七会東小学校学区 ４月23日�午後7時 七会東小学校オープンスペース
七会西小学校学区 ４月24日�午後7時 七会西小学校オープンスペース
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